
近年、肺癌治療は著しい変貌を遂げている。分子標的治
療薬および免疫チェックポイント阻害薬の導入、さらに
は周術期治療の確立をはじめとする治療法の進歩に伴い、
診療ガイドラインは継続的に改訂され、TNM病期分類も
更新されてきた。これにより、呼吸器内科、呼吸器外科、
放射線科、腫瘍内科、病理診断科ならびに関連医療ス
タッフには、がんゲノム医療を見据えた組織検体の適切
な取り扱いを含め、最新の知識と実践的対応力が求めら
れている。また、診断技術の進歩も顕著であり、EBUS、
仮想気管支鏡ナビゲーション、クライオ生検などの普及
により、病理診断に求められる精度と責務は一層高まっ
ている。本セミナーでは、加速度的に進歩する肺癌診療
における治療方針決定のプロセスを概説し、集学的治療
時代において病理医といかに協働し、より適切な診療体
制を構築するかについて論じる。

肺癌診療における治療方針決定のプロセス
― 集学的治療時代に求められる病理医との協働
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※ 次世代北信がんプロ科目単位申請対象
のセミナーです。


